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HIDIC80シリーズ基本制御ソフトウェア
BasicControtSoftware for HIDIC80ControIComputerSeries

近年,計算機制御システムの多様化,複雑化及び大規模化に伴い,システム性能

のよりいっそうの向上とシステムの建設,保笥:及び拡弓長の容易さが必要不可欠な課

題となってきている｡

日立製作所では,これらのニーズに対応して,日立制御用計算機HIDIC80による

計算機システムを基に,小形のHIDIC O8シリーズ,大形のHIDIC80Eシステムと

シリーズ化し,その制御思想を完全に統一するとともに,OSの汎用化と高性能化

及び従来アプリケーションソフトウェアの範囲であった入出力処理につきデータ構

造の定式化を軸に標準化を推進し,基本制御ソフトウェアとして体系付けた｡これ

により,アプリケーションソフトウェアの作成範囲が縮減されるとともに,保守,

拡張がいっそう容易となった｡

ll 緒 言

計算機技術及び制御技術の進歩を背景として,計算機制御

の適用分野が近年ますます拡大してきている｡一方,これに

伴い,適用計算機システムは多様化,大規模化,更には複雑

化の傾向を強め,その結果として,システムコストに占める

ソフトウェアの生産,保守コストが急増し,この解決が計算

機技術にとって最重要な課題の一つとなってきている｡この

課題解決は二つの流れで進展してきており,その一つは,ソ

フトウェアの設計から保守に至る生産支援技術,すなわちソ

フトウェアエンジニアリング手法である｡もう一つは各種対

象に対応した,オペレーティングシステム(OS)のいっそう

の汎用化と各種ソフトウェアの標準化のi売れである｡

HIDIC80シリーズでは,これらの課題にこたえるため,ソ

フトウェア開発支援システムを一貫した思想のもとに体系化

し整備するとともに,豊富な計算機制御システムの経験を基

に,OS機能の拡充,性能の向上,また入出力標準サブシス

テムの要さノ偏を推進し,これらを基本制御ソフトウェアと名付

け体系化を図っている｡すなわち,基本制御ソフトウェアは,

O Sを含み更に従来アプリケーションソフトウエアと呼ばれ

ていた部分をも一部カバⅥするものである｡

田 基本制御ソフトウェアの思想と体系

基本制御ソフトウエアの開発に当たっては,オンライ ンリ

アルタイム及び高信頼という制御システムの特性と,多様な

システムに対応したアプリケーションソフトウェアの建設拡

弓良,保守のしやすさを実現するため,特に歩この点に留意した｡

(1)モジュール化と刺々卸思想の統一

多彩なシステム構成に対応し,必要な機能だけを備えた最

適かつコンパクトな制御ソフトウェアを提供できるようにす

るため,核となるO Sを中心に,機能単位のモジュール化を

徹底する｡更に,小形から大形,マルチコンピュータ,ネット

ワ】クシステムに至るまで制御思想の統一を実現し,ユーザ

ーでの保守･教育の省力化及びシステムの拡張を容易にする｡

(2)制御用としての性能の強化とオ幾能の充実

制御用システムとして第一に要求される性能は,被制御対

象の変化にいかに迅速に応答するかのりアルタイム性であり,

このため,優先制御,対象に合ったスケジューリング機能の
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強化など,システム資源の使用効率を増大させ,処理性の向

上を図る｡更に,OS自身も機能増大に伴い,その性能強化

を図る｡

また,システムの信鰍性強化もますます重要な要素となっ

てきており,合理性チェック強化によるシステム停止の未然

臥IL,障害の統計管理とフェイルソフトウェア機能の強化,

更に各種資源の自重わバックアップなどの構成制御機能の拡充

を[司る｡

(3)標準サブシステムの整備

従来のアプリケーションソフトウェアの中で,各椎入出力

装置に対応したデータの編集,変換などは,各托システムに

共通に存在しながらも,設計,保守に多大あ人手を必要とし

てし､た｡ここに着目し,データ構造の定式化を軸に入出力標

準サブシステムの整備を図る｡

以上の留意点を巷調に,HIDIC80シリーズでは図=ニ示

すオンラインOS基本部のPMS(Process Monitor System)

を核に,マルチコンピュータシステム,ネットワークシステ

ム,更には大容量ファイルシステムなど,システム構成に対

応したサブO Sと,低速入出力装乱 プロセス入出力装置,

またCRTなど制御システムのキーとなる入出力装置に対応

した標準サブシステムを有機的に体系化した｡

8 オンラインOS

オンラインO Sは,システムの資音偵を効果的に運用するた

めの資さ原維持管理と障害のローカライズ及び波及防止を目的

としている｡更に,多様なシステムを実現できるよう,基本

となるPMSを中心に各椎オプションモジュール及びサブO S

を付加できるようにし,同時にこれらの組合せにより多彩な

複合システムを構成できる｡また,アプリケーションプログ

ラムからのインタフェースであるマクロ命令は,目的機能が

同一であればシステム情成及び機椎にかかわらず統一L,ア

プリケーションプログラムの互換性,システムの谷易な拡弓拉

を可能としている｡

3.1基本OSのヰ幾能と!特長

基本OSをPMSと呼び,制御ソフトウェアの中核を成す

ものである｡これは,中央処理装置(CPU),主記憶装置,
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Pl/0 プリンタ ディスプレイ

(大容量

(マルチシステム)(ネットワークシステム) ファイルシステム)

基 本OS(PMS)

マルチOS

(PMS-M)

ネットワークOS

(DPCS)

カセス入出力管理システム

(PDMS)

注:略語説明

低速入出力管理システム

‥OPF)

ファイルOS

(DMS,ADHOC)

CRT管理システム

(DGS)

アプリケーションソフトウェア

Pけ0(Proeess佃PUt/0utput)
OS(OperatingSYStem)
PMS(Prooess Mon加r System)

DPCS(Distribut8d Process ControI

System)
DMS(DataMa[agement SYStem)
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PDMS(Process Data

S吋em〉

Ma〔粥ement

旧PFく】nputOutput Prooessor with

Formater)

DGS(D紳ayGe㈹ratOr)

区II HIDIC 80シリーズ基本制御ソフトウェア体系 HIDIC80シ

リーズ基本制御ソフトウェアは,核となる基本O Sを中心に,マルチ,ネット

ワーク,大容量ファイルシステムに対応したサブO S及び入出力装置に対応L

た標準サ‾7システムから構成され,多様な組合せによるシステムを構成できる

CPU接続入出力装置などのハードウェア資源,プログラム,

デ【タなどのソフトウエア資源を効率よく運用できるように

維持,管理するものである｡以下に,基本O Sの各機能と特

長について述べる｡

(1)タスク管玉里

各種資i原の使用権をPMSはタスクを単位として管理する｡

タスクは優先順位に従ってCPUの使用権を得るが,システ

ム運用の柔軟性を確保するため,プログラムにより優先度の

ダイナミックな変更を可能にした｡また,タスクプログラムにつ

いては,その動作する主記憶との対応により,常駐,非退避

及び退避の3種類を定義でき,主記憶を有効にi舌用できる｡

またタスク相互のきめ細かな音別御がリアルタイムシステム

では重要であり,このためのタスク制御機能(起動,停止,

一時停止,再起動,イ ンベント方式同期制御及び排他制御)

を備えている｡

(2)プログラム管理

プログラム管理は,タスクとプログラムの対応及び主記憶

装置へのローディ ング,並びにサブルーチンとタスクプログ

ラムの結合及びそのローディ ングを管三豊する｡

主記憶装置の有効利用の観点から,非一首駐タスクプログラ

ムについては,一括ローディ ング方式の単純構造のほかに,

セグメント単位ローディ ングのオーバレイ方式を備えた｡ま

た,サブルーチンについては,常駐,主プログラム内に組み

込む非常駐,更に必要に応じて主記憶装置にローディングす

るバルクサブルーチンの3種類を備えた｡

(3)主記憶管理

主記憶の区分は,常駐OS領j或,タスク間共有の常長注サブ

ルーチン領1或,タスク間共有データのグローバル領域,常駐

タスク領域及び非常.駐タスク領域の五つである｡主記憶か64k

語を超えるHIDIC80Eでもプログラムの完全な互換性を維持

するため,64k語の論理空間に主記憶を分割し,その中での

区分は同一とした｡図2にHIDIC80,HIDIC80Eの領土或区

分を示す｡ただし,ユーザープログラム領域拡大のため,O S

のほとんどをO S専用空間に移動するとともに,常馬主サブル

60

-テン,グロ】パルについては論理空間の間で共有できるも

のと論理空間内で共有できるものとの2階層とした｡

(4)入出力管理

人出力の指定は論理番号であるファイルNo.に統一し,ア

プリケーションプログラムの可搬性をもたせる｡また,磁気

ドラムやディスクなどの高速入出力装置に対しては,専用の

待ち行列を備え,システムの処理性向上をE司った｡

(5)システム管理

各機椎に対応Lたインタミソテントエラーのりトライ処理,

各機器単位の終了時間監視,タスク単位のループ監視,機器

単位のエラー回数,各種資順の負荷率,サイクリックな処理

経過記錨,更にはマクロ命令のパラメータチェックなどを備

え,システムの監視,信束則生向上及びプログラムバグの早期

発見を可能にしている｡

3.2 マルチシステムサポートOSの機能と!特長

マルチシステムは,バックアップを備えた高信組化システ

ム及び計算機間で負荷を分担する大容量処理システムを目指

したもので,ここでもアプリケーションプログラムからの各

種制御イ ンタフェースはシングルシステムと統一を図ってい

る｡主な機能は,匡13に示したように自己診断,相互監こ視を

通し,システムに異常を検出した場合,乃台に対し1台備え

たバックアップ系への系の自動切換えを実現する構成制御,

ファイルの高信頼イヒを可能とする二重書き,更には系間の資

源を制御する共有資源管理などである｡

3.3 ネットワークサポートOSの機能と特長

ネットワークO Sは,通信回線あるいはデータフリーウェ

イ(Data Free Way:DFW)を介し広J或に分散した端末装

HIDIC80ノ′川DIC O8の主記憶マップ
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R･T(常鮭タスク領域)
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p〔Proper(論理空間専用))
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空

匡12 H】DIC 80シリーズ主記憶領域 HIDIC80シリーズでは.シリー

ズ間の完全なプログラム互換性を保っている｡したがって,主記憶領土或も64k語

以上のシステムでも64k語の論理空間をベースに,同一思想で拡張している｡
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CPU(中央処理装置)

MAC(マルチアクセスコントローラ)

しX(りンケージ×バス)
け0(入出力装置)

SX(スタティック×バス)

DX(ダイナミック×バス)

図3 マルチシステムのサポート マルチシステムは,グローバルメ

モリを中心に複数台の計算機を配置L,バックアップを備えた高信頼化システ

ム,あるいは計算機間で負荷を分担する大容量処王里システムを実現する｡

置,計算機を結合し,統合システムの実現を目指したもので

ある｡このため,単一計算機システムと同じ入出力制御,タ

スク制御インタフェースを実現するとともに,ネットワーク

全体の資源管理及びプログラム保守を含めた保守機能を【P央

に集中し,システムの建設,使いやすさを実現した｡この構

成と機能:を図4に示す｡

3.4 ファイル制御OSの機能と特長

大容量情報処理O Sは,制御用という観点から,基本的な

ファイル機能を備えたデータ管理システム(Data Management

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ソ
ー
ス
の
制
御

プログラミングサポート

市)
H=〕lC

一ぐ
エラーメッセージの出力
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-･､′■■

プログラム

l.･/0 け0 夷保守
/

リモート
レ｡】蒜ノ

ローディング

l../0

H旧】C

タスクの制御川D】C D8

もゝ

メッセージ交凝

も
川DIC 80

川DIC O8

入出力装置の

共有管理

l./0

入出力装置へのアクセス

注:略語説明 DFW(Data Free Way)

図4 ネットワークシステムのサポート ネットワークシステムは,

広1或に分散Lた計算機と端末装置とを伝送ラインで相互に結合し,統一思想で

全体の統合を図るものである｡

System:DMS)と更にオンライン応答性及び信根性を維持し

ながらも,種々のファイル編成法とデータリンク機能を備え

たデータベース管理システム(Advanced Data Handler for

Online ControIUse:ADHOC)とを図5に示すように2階

層に分け,用途に応じて選択できるようにした｡

四 人出力標準サブシステム

制御システムにとって,プロセスとの入出力,ロギング及

びマンマシンは三大重要入出力機能といえる｡この観点から,

HIDIC80シリーズでは,プロセス入出力装置,低速入出力装

置及びカラーCRT(Cathode Ray Tube)を対象にソフトウ

ェアの標準化を図った｡

(1)プロセス入出力管理システム(Process Data Management

System:PDMS)の機能と特長

70ロセス入出力装置は,一点一点が分離独立し,しかも物

理的なポイント番号があらかじめ決定しにくいという特長が

ある｡また,アナログ入力の工学変換,ディ ジタル入出力の

ビット割出しなど各点に対する処理も多様である｡更に対象とな

ユーザープログラム

ファイル保守

ファイル内容の印字

ファイルのコピー

ファイル領域のコンプレス

ファイル内容のエディット

ファイル内容のダンプ

ファイル内容のロード

･ファイルのイニシャラズ
その他

ファイル編成法

･‾BAM/DAM′/PBAM

SAM/+lST/CYCLIC

PSAM/P+】ST

データリンク法

二･チェーンリンク

r:独立リンク

ファイル領域管理

自動割当て

-マルチエクステンドファイル

ミックスボリュームファイル

ファイル管理

_ファイル定義
ダミーファイル

アクセス制御

-.ブロッキング/デブロッキング

･バッファフール

_･ロケットモート/ムーブモード

ファイル保護

√-ノアクセス権のチェック

_.二重系ファイルのリカバリ

領域管理 装置管理 アクセス制御 異常処王里

〕領域分割 =二重系デバイス 固定長ブロック転送 二･交代トラック処‡里

.ボリュームイニシャライズ ･‾･再試行

注:略語説明

】OC(如UtOu†P]t Controり

BAM(Basio Access Method)

DAM(Direct Access Method)

PBAM(Pertit如ed Ba$ic AGCeSS Method)

SAM(SequencialAccessMetわOd)

PSAM(Pertltio【ed SequencialAccess Method)

磁気ドラム 蔓∃
磁 気

ディスク

図5 ファイル制御O Sの機能と構成 ファイル制御は,基本機能を備えたコンパクトなDMSと容易に

データベースシステムを構築できるADHOCの二つに大きく分割した｡

磁気

テープ



602 日立評論 VOL.61No,8=979-8)

C′/R

ド㌫盲

保守サブシステム

● データ生成

●保 守

●ドキュメント

し/p

入出力実行編集監視サ7◆システム

凡例

仁⇒

◆l◆

オフラインの

コントロール,

データフロー

オンラインの

コントロール,

データフロー

表I10PFの機能分業頁 ほとんどの機能は,ユーザーが自由に取捨選択

できる｡

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
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･ランダム,シーケンシャル転送
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･補正(ドリフト
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･スケール変換
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AO(Ana10g Output)
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lnput) し/P(Line Prlnler)
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図6 プロセス入出力管理システム(PDMS)の機能と構成

PDMSでは,プロセスt/0各点ごとのデータ構造を標準化L.ユーザープログラ

ムからは論‡里的なアクセスを可能とするとともに.実装置がなくともユーザー

プログラムのテストができるよう配慮している｡
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(1)画表データ出力

(2)全体図形表示

(3)部品図形入換え

(4)文字入出力

(フォーマット変換付)

(5)トレンドグラフ表示

(6)バーグラフ表示

(1)画面データ登富貴

(2)画面データファイ

ルマップ出力

作画サブ
システム

(DGS/′pss)

画面データ

ファイル

画面ファイル

保守システム

(DGS′/DSS)

表示サブ

システム

(口GS′ノDSS)

ユーザープログラム

注:略語説明

DSS(Di叫ay Support System)
PSS(Picture Support System)

図7 プロセスディスプレイ管理システム

回

プロセスディスプレイ管

理システムは.会話型の作画システムで作成された画面データファイルを基に,

能率よくオンラインでの表示制御を行なう｡

るプログラムのテストも従来は実機を待たねばならなかった｡

このような特質に着目し,PDMSでは各点に対する処理,デ

ータ構造をあらかじめ定義し,プログラムからは論理的なア

クセスを可能とするとともに,テストサブシステムを備え,

実機を待たずにプログラムのテストができるようにした｡図6

にPDMSの構成と機能を示す｡
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番

‾7ラ‾
分 類 機 能

選
択

l 通 常 処 理

(り10CPイニシャルスタート機能

(2)PC+順アクセス入出力文処理機能 ○

(3)フォーマット変換機能 (⊃

(4)フォーマットイ憂先処‡里機能 (∋

(5)フォーマットNo,指定機能 ◎

(6)ページ コントロール機能

2 特 殊 処 理

(7)出力データ途中打切処理機能 G)

(8)指定文字出力処‡里機能 ◎

(9)出力文の実行完了待ち機能

3 異 常 処 王里

(10)出力弓幾器具常時のレベル分けヰ幾能 (∋

(lり入出力機器故障時の特定タスク起動ヰ幾能 ∈)

(12)タスク強制停止時の処理機能 (∋

(13)入力データチェック機能 (∋

4 ユーティリティ

(14)フォーマット登毒責･削除機能 ∈)

(15)入出力機器の状態通知･修正機能 ◎

(16)入出力要求待ち行列の状態通知･キャンセル機能 (∋

注:選択の欄の記号の意味

- ユーザーの選択は不可(基本弓幾能)

○ ユーザーの選択は部分的に可(基本機能＋拡張機能)

(ヨ ユーザーの選択は全面的に可(拡弓長機能)

(2)低速入出力管理システム(Input Output Processor with

Formatter:IOPF)の機能と特長

制御用高級言語PCL(Process ControILanguage)又は

SPL(Software Production Language)の人山力‾丈(READ,

WRITE)の記述により,自動的にユーザープログラムとりン

ケージし,各種データの変換処】翌をする標準サブシステムが

IOPFである｡IOPFは,タスクとして独立に動作し,磁気ド

ラムなどにデータをスプーリングするため,入出力機器の平

行同時処理,入出力要求の待ち行列などにより処理性の高い

システムを実現できる｡更に,機器故障に対するバックアッ

プなど,異常処理モジュールを備え,信頼性の高いシステム

を容易に実現できる｡表lにIOPFの機能を示す｡

(3)プロセスディスプレイ管理システム(Display Generating

System:DGS)の機能と特長

近年,マンマシン装置として,カラー表示のCRTがその

汁L用性ゆえに多用されている｡一方,汎用′性はそのままソフ

トウェアの負担となり,その作画及び高応答の表示プログラ

ムの実現はシステム建設のネックにさえなってきている｡

DG Sはこの点を解消することをねらいとし,作画と表示を

同時に標準化するものである｡作画システムでは単に画面デ

ータを作成するにとどまらず,オンラインでの表示を高速化

するため,オンラインデータを挿入しさえすれば表示できる

ところまでデータを加工するようにしている｡表示機能とし

ては,図7に示すように制御用システムに不可欠な文字の入

出力,図形の入換え,トレンドグラフ及びバーグラフの5種

類を備えている｡

8 緒 言

計算機制御分野を対象に,システムの多様化,大形化及び

複雑化の動向に対応し,基本制御ソフトウェアを整備,充実

してきた｡これは,ソフトウェアの標準化を軸にした,シス

テムの拡張性,保守性,信頼性及びソフトウエアの生産性向

上を目指したものである｡しかし,今後共ハードウェアの進

歩,制御技術の発展及びソフトウェア技術の展開はとどまる

ところを知らない｡これら新しい技術,ニーズに即応し,より

良いシステム実現に不断の努力を積み重ねていく考えである｡




